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ルーブリックだと考えています。
　本学部が作成したルーブリックは、一度学会で
発表しているのですが、その際には大きな反響が
ありました。他大学から、活用したいという声が
あがっておりました。
７　看護倫理
「 人として、看護師として守るべき道を見出して
欲しい」
　2015年から、毎年、４年前期の必修科目とし
て、看護倫理の授業を担当してきました。授業の
後半、グループにわかれて、３年生の実習の際に
受け持った事例を一つ選び、患者さんや家族への
関わりを振り返るワークをしています。病棟では
患者さんを、医師、看護師、家族、学生、他にも
多くの方が取り囲み、目指す方向は同じだとして
も、それぞれの立場からの多様な発言や行動がみ
られます。それらを一つひとつ振り返り、どのよ
うな想いでそのような発言をしたのか、ディスカ
ッションさせるのです。そうすると、例えば、「あ
の家族は、なぜ患者さんの言うことを聞いてあげ
なかったのか」など、実習の際には理解できなか
ったことに対して、多くの意見がでてきます。多
様な側面から考えることを通して、学生たちは「も
っと、こんな看護ができたのではないか」など、
これまでとは違った気づきを得ています。「看護
師として就職したあとも、一度立ち止まり、これ
で良いのだろうかと考えてみるようにしたい」と
言っていた学生が見られたことに、授業の手応え
を感じました。
　倫理とは、決まり切った考え、看護のあり方で
はないのです。それは、多様性に富んだものであ
り、それぞれの立場で、なぜそのような価値観を
持ったり行動したりするのか、多角的な視点で考
えた上で、患者さんや家族のための選択をする
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